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氾濫する小糸川  （人見郷土史・燦） 
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 「天災は忘れた頃にやってくる」と申しますが、日常の暮らしでは

地震や洪水を心配することはあまりありませんね。

　ところが、ふだん穏やかな暮らしをしている小糸川周辺の人たちも、

大正12年(1923)９月１日の関東大震災、昭和45年(1970)７月１日の千

葉県水害では大きな損害を被っています。

　近年、小糸川下流域は急速に都市化が進み、人や自然の営みも大き

く変貌をとげてきました。さらには時代の流れの中で、この災害、水

害の体験さえも、そこで暮らす人々の記憶の中から過去のこととして

忘れ去られようとしています。

　小糸川倶楽部では小糸川流域の洪水に着目し、洪水の恐ろしさと避

難場所、川の改修などを調べ、冊子にまとめました。これは、ただ単

なる過去事象の記録ではありません。日常的に起こりうる恐ろしい水

害の教訓でもあります。

　これを契機に、皆さんの暮らしとともに緩やかに流れる小糸川を家

族、地域で改めて問い直す、「災害に対する備え」の一助になればと

願っております。

はじめに
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小櫃川中流部富来田付近 

昭和４５年７月１日 
 

千葉県南部を襲った大雨による被災状況 
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夷隅川の氾濫で屋根の庇まで水につかった大多喜町の中心部 

国鉄小湊駅の盛土流失（市原市折津付近） 
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大多喜町筒森、養老川支川の木橋 

水田埋没（市原市高滝） 
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小櫃川の水防状況（木更津市祇園地区） 

崖崩れによる列車の脱線（保田ー浜金谷間）  
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君津町農地の埋没（小糸川） 

水没した周西橋周辺の田畑 
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　　　●　土砂崩れ（８ヵ所）
　　　●　家屋損壊（１戸）
　　　●　道路損壊
　　　●　家屋床上、床下浸水
　　　●　田畑水没

周西地区被災状況

町道１号幹線人見地先   道路陥没・水道管切断 

坂田地区・君津クラブ裏土砂崩れ  家屋損壊 

坂田地区・君津クラブ法面土砂流出 
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決壊した小糸川の堤防 

松川橋付近の浸水 

小糸川の氾濫（釜神から中富、中野方面を見る） 
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　　Ⅰ.　昭和４５年の洪水

　　　（１）洪水の様子
　　　　①降水量と被害状況：『君津市史自然編』

　　　　　昭和４５年７月１日の大雨は、南岸を低気圧が東北東にゆっくり進み、前線の影
　　　　響で房総南部の丘陵地に局地的な集中豪雨をもたらした。総降水量は札郷４３８㎜、
　　　　坂畑３６６㎜、香木原３０４㎜、三島
　　　　２８２㎜、糠田２７０㎜。また、清澄
　　　　１５５㎜、木更津１４３㎜となり、こ
　　　　とに１０時から１１時にかけての１時
　　　　間に大多喜１１６㎜、札郷１０５㎜を
　　　　記録した。＜図－1＞

　　　　　房総農高による鹿野山の記録では、
　　　　６月３０日９時～７月１日９時までに
　　　　１１０㎜、１日９時～２日９時までが
　　　　２１６㎜であった。そのため小櫃川、
　　　　小糸川、湊川、養老川が大氾濫し大き
　　　　な被害が出た（死者１７名、行方不明
　　　　者３１名、家屋全壊１２３戸など）。
　　　　県南部の丘陵地域には災害救助法が適
　　　　用された。
　　　　　７月１日の集中豪雨は午後３時３０
　　　　分頃から小糸川では急激に増水し、降
　　　　り続く豪雨で堤防は決壊し、各地で床上、床下の浸水を起こした。人見地区も午後
　　　　８時ついに床上浸水となり釜神、中富、久保、外箕輪、三直、練木などの広範囲に
　　　　わたった（『君津町誌』後編より）。また、小櫃川では集中豪雨を「この土地では
　　　　軒先の雨垂れが１時間棒のように続くと河の水が耕地に上がる」と語り継がれてい
　　　　るが、まさにこの日のことである。大正１０年１０月１０日の大暴風雨も被害甚大
　　　　であったが、それよりもはるかに大きいと『小櫃村誌』は記している。
　　　
　　　　②降雨の特色：『千葉県水害報告書』：

  　      今回の降雨の特色は、異常気象と短時間に強い雨が降ったことである。とくに、
　　　　上総町札郷において９時４０分～１０時４０分の１時間で１２９㎜、８時１０分～
　　　　１４時１０分の６時間で３８９㎜、総雨量４３８㎜という大雨で、他にも総雨量が
　　　　３００㎜を超す地点が数箇所あった。

　　　　③孤立部落の例：『千葉県水害報告書』＜図－２＞

　　★大多喜町
　　　（３部落１７８世帯　８８９人）：孤立時間7/1 10：00～7/8 17：00
　　　夷隅川氾濫、道路不通、電話・電気が３日間不能、町全域が１日中孤立。

　　★上総町
　　　（１９部落５５４世帯　２,６８８人）：孤立時間7/1 10：00～7/3 20：00
　　　小櫃川氾濫、電気は４日間不能

　　★夷隅町
　　　（２部落２０７世帯　９９３人）：孤立時間7/1 14：00～7/3 10：00
　　　崖崩れで道路不通

　　★富来田町
　　　（４部落１２５世帯　５４９人）：孤立時間7/1 14：00～7/2 4：00
　　　川舟とヘリコプターで４３人救出

図-1 各時間最大雨量分布断面
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　④時系列で見た各地区ごとの状況：　君津町「広報きみつ」及び『貞元地域誌』

　　昭和４５年７月１日未明より、房総南部山岳地帯を中心に降り続いた集中豪雨は
　この地域にかつてない豪雨記録と大きな被害を残しました。君津町でも、町の中心
　部を流れる小糸川が氾濫し、中富、貞元（釜神）、八幡、人見、台、東前など沿岸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部落にも浸水がひろがりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、各所に土砂崩れによる家屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　倒壊、道路の損傷など災害総額は、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７億７,０００万円にものぼった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町役場では、小糸川の増水を感知
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　するとともに、町長を本部長とする
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　災害本部を設けた。町消防団も全分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　団が災害に備えて警戒体制に入った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小糸川の水位は刻々と高まり、午
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後１時、八幡橋流失。富久橋は橋桁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まで３０㎝と水位が上昇した。

　　午後２時２０分、中富部落に避難を指令。午後３時、消防団は堤防決壊箇所の復
　旧と水防作業に当たるが、激増する濁流に手の施しようがなかった。
　　午後３時３０分、台部落へ濁流。午後４時５０分、人見部落に濁流。

　　　洪水発生と災害拡大の進行例；
大雨→川の増水→橋流失、氾濫（越流、決壊)→田畑冠水、家屋浸水（床下、
床上）→川岸崩落、川岸の家屋流失、道路崩落、崖崩れ、家屋倒壊

小櫃川 

小糸川 

湊川 

養老川 

一宮川 

夷隅川 

図-2 主要被災地域図 

浸水・冠水地域 

写真１ 氾濫する小糸川 

写真２ 濁流に桁下が洗われる冨久橋 

流出施設災害地域 
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  　（２）洪水体験談
　　　　①台に住む人の話
　　　　　昭和４５年７月１日の朝の天気は悪くはなかった。昼頃、母から木更津の職場に
　　　　電話があり、「すぐに帰宅しなさい」とのことでした。
　　　　　午後１時頃帰宅しましたが異常ありませんでした。２～３時間後だったと思いま
　　　　す。いきなり水が堤防を越えて溢れ出てきました。見る間に増水し、家の周辺で一
　　　　番高いときには胸のあたりまできました。
　　　　　家財道具を中二階に上げて消防署に救援連絡をしましたが、どこも大変な状況で
　　　　「すぐには手が出ない」とのことでした。
　　　　　ライフライン（電話、水道、電気）は特に異常はありませんでした。しばらくし
　　　　てから、おにぎりの炊き出しがありました。有り難かったです。
　　　　　夜半に水が引き始めました。母親が「水が引き始めたから、土間に流れ込んだ土
　　　　砂をすばやく箒で掻き出しなさい」と指示していたのを憶えています。母親の過去
　　　　の経験、知恵なのだろうと思いました。

　　　　②中富の記録　『なかとみ郷土誌』

　　　　　昭和４５年７月１日。この日房総南部を襲った集中豪雨は各地に山崩れや大洪水
　　　　をもたらした。一説には清澄山系の降雨量は５００㎜とも６００㎜とも言われ、テ
　　　　レビなどにも放映される等の大騒ぎであった。
　　　　　朝からの大雨は自動車のワイパーも役にたたず、まさにバケツをひっくり返した
　　　　という言葉の通りであった。
　　　　　雨止みがなく、１０時頃には各学校で生徒を下校させたようであるが列車はすべ
　　　　て不通で、高校では帰ることが出来ない生徒があり体育館に急遽宿泊させたようだ。
　　　　　１２時頃小止みとなり、このまま過ぎるかと思っていたが川は増水を続けていた。
　　　　　その後、夕方５時３０分、道路に濁流が入ってきた。それから僅か３０分で中富
　　　　は孤立した。小糸川の堤防から１ｍ近く水が盛り上がって見えたという。
　　　　　更に後生橋の上流３００ｍ、中富側の堤防が長く決壊したので、小糸川からの大
　　　　量の水が真っ直ぐに入ってきたようである。周辺は濁流が渦巻き、外部との連絡は
　　　　電話だけとなった。消防団員も帰ることができず、公会堂に宿泊した。中富に嫁い
　　　　で初めての洪水を体験した若い主婦や子供達は大変な驚きようであった。
　　　　　しかし、大水に慣れている年寄りは極めて冷静で、床上浸水でも畳を濡らすよう
　　　　なことはなかった。明朝、下湯江の控え土手が決壊していた。稲は幼穂形成期に入
　　　　っていたが、被害はなかった。・・・・・

写真４ 増水を続ける後生橋（流失） 写真５ 孤立化した中富 

写真３ 釜神橋上流（台地区より望む） 
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　　（３）小糸川の概要と河川改修時の状況

　　　小糸川は上総と安房の郡境にあたる清澄山・鋸山に連なる山の北斜面を流下し

　　ている。千葉県が管理する河川のうち最も西端に位置し、流路延長８０キロメー

　　トル、流域面積１４８．７平方キロメートル、いわゆる君津三河の一つである。

　　　上流部は比較的急峻な山地に河川が穿入蛇行し、河岸は泥岩砂岩により形成さ

　　れ、中流部以下は堆積台地の耕地を潤し、河口部は君津市と富津市との境より東

　　京湾に注ぐ本県有数の河川である。

　　　この小糸川は、現在灌漑用水ならびに工業用水源として重要な役割を果たして

　　いるが、古くは曳き船による物資輸送（上流地で産する米穀.薪炭などの物資を

　　下流に運び、更に５大力船に積み替えて江戸その他に運搬）の動脈でもあった。

　　　日頃は楚々とした本河川もひとたび大雨に見舞われると、下流地帯はたちまち

　　にして洪水となり、耕地の流失、家屋の浸水により、農作物或は人蓄に及ぼす被

　　害は枚挙にいとまがなかったようである。特に昭和４５年７月１日、関東地方南

　　部を襲った集中豪雨によって、かつてない大きな被害を蒙った。

　　　

　　　当時は臨海部で工業地帯化の発展が著しく、これに伴う人口集中も必然的に予

　　想されることから、君津町は遠大な計画を打ち出したのである。それは君津駅を

　　中心として松川橋下流域（右岸）一帯を、土地区画整理事業によって市街地の基

　　盤整備を早急に行うことであった。この計画に基づき、それぞれの大字境を一つ

　　の施工区域と定め、一部の組合では土地区画整理事業に着手、あるいは組合設立

　　準備を行っていた矢先の出来事であった。

　　　この河川改修工事に関し、千葉県より君津町、土地区画整理組合（設立準備組

　　合を含む）、及び関係利用者に説明が行われた。とりわけ論点となったのは堤防

　　の高さの問題であった。その内容は既存の河川幅員を変える事なく、既設の堤防

　　を嵩上げして計画流出量を確保したい旨が示された。このことは土地区画整理組

　　合にとって、事業の最も基本とする排水計画、及び新設道路や住宅用地の標高に

　　も影響を及ぼし、しいては町当局が進めている都市基盤整備事業全体に重大な影

　　響を及ぼすことから、河川の拡幅を申し入れると同時に拡幅に必要な用地につい

　　て全面的に協力する事と拡幅工事の際に出る残土を引き受ける事で合意に至った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この河川改修は昭和４９年９月末

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に完成し、その後約３０年が経過し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。この間いく度か大雨が記録され

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たが、松川橋下流域に於いては水害

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を蒙った記憶はない。ただ現在の河

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川を見てみると、土砂が堆積し、河

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川の水位が上がっているのが気懸か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りである。 　　　（増子）

Ｈ16年3月13日 後生橋付近 
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　Ⅱ.　洪水の原因

　　　（１）大雨［豪雨］
　　　　①豪雨（強雨）：『千葉県水害報告書』　＜図-３＞
　　　　昭和４５年７月１日の８時頃から１５時頃にかけて、千葉県南部とくに山岳地帯に
　　　　局地的な豪雨があり、総降水量は札郷４３８㎜、中野３９７㎜、大多喜３７２㎜。
　　　　９時から１２時までの３時間は雨が特に強かった。（札郷で２３８㎜／３時間）　
　　　
　　　　②大雨をもたらした雲：
　　　　７月１日の富士山レーダーエコー
　　　　＜図-3＞ を見ると、南海上低気圧
　　　　に対応し強いエコーがあるが、千　　　
　　　　葉県南部を覆うエコーは海上エコ
　　　　ーとはかなり離れており、それに
　　　　比べてはるかに小さい。南部の大 　　
　　　　雨は、南海上の低気圧によるもの
　　　　ではない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雨域の移動を見ると、１時間降水量
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００㎜という降雨セル（雲）は坂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畑の西方で発生、発達しながら東方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に移動し大多喜、札郷付近で最盛期
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　になっているが、一つのセル移動に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  よるものと考えるには無理がある。

　　６月１４日から２６日まで１３日間雨が降り続いた後で、土地に湿りが残っていた
　　ことも水害の遠因。山岳地帯では１３日間の降水量が２００㎜を超していた。

図-3 レーダーによる降雨状況 

【教訓】☆天気予報で示される雲の移動に注意 

    ☆豪雨を降らせる厚い雲が離れていても安心しない 

図-4 最大１時間降水量の移動 

札郷238.0 

図-5-1 ３時間最大等雨量量線 図-5-2 ６時間最大等雨量量線

札郷377.0 
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　（２）川の流下能力　：『千葉県水害報告書』

 　①小糸川：流路延長＝８０．０ｋｍ　流域面積＝１４８．７ｋ㎡　＜表－２＞
　 房総半島で２番目に長い小糸川が、源流から河口まで君津市内を流れていることは
　 非常に珍しい。＜表-２＞

　 ②釜神橋：昭和４５年７月１日当日の釜神水位と流量　＜表-３＞

●釜神橋：警戒水位＝３．７０ｍ　計画高水位＝５．１５ｍ
　　　　　最高水位＝６．３５ｍ　１５時～１８時
　　　　　既往最高水位＝５．４０ｍ（昭和３６年１０月１０日）

【推定】計画高水位（５．１５ｍ）と水害普及工事＜（Ｈ.Ｗ.Ｌ）+１ｍ＞から、水 

    害時の堤防高が６．１５ｍだったものと考えられる。釜神橋付近では１５ 

    時前から２０時過ぎまで越流が続いた事であろう。＜図‐６＞ 

表-２ ２級河川 

表-３ 最高水位および毎時水位

年月日時 

観測所名(量水標名) 

Ｓ36.10.10 

27 

小糸川 

小糸川 

釜 神 

千葉県 

７月１日 

５.１５ 

３.７０ 

３.２０ 

所   属 

番   号 

河 川 名 

水 系 名 

水 位 

計 画 高 水 位 

指 定 

警 戒 

既往最高 年月日 

最高水位 
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●洪水流量：釜神水位観測所で昭和４５年７月１日流量観測結果（７００ｍ3/ｓ）
●川の流下能力：当時の流下能力＝４５０ｍ3/ｓ（『災害復旧工事計画書』記載）

　 　（３）禿山の増加

　　　　君津市の山地は広大な自然林で、雨水も適度に地中にしみこむ広葉樹、針葉樹がよ
　　　　く育ったが、近年は山砂採取や建設工事（道路、建物、ゴルフ場など）での伐採が
　　　　行われ、禿山が増加、遂には山の消滅、砂漠化が進んでいる。　＜写真-６、７＞

　　　
　　山の保水力弱体化　⇒　豪雨のとき、川の水位が一層高くなる

図-６ 水位時間曲線図 

最高水位6.35ｍ 

（釜神） 

写真-６ 昭和５０年代の山砂採取  市宿 写真-７ 平成14年6月の山砂採取場  市宿 

   １５時～２０時の５時間、高水位が続いている間、流量（７００ｍ3/ｓ） 

   と流下能力（４５０ｍ3/ｓ）の差（２５０ｍ3/ｓ）の水が堤防を越えたも 

   のとすれば、越流量＝４５０万ｍ3となる。 

【推算】 
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　Ⅲ.　今の小糸川

　　　（１）流下能力の増強　：『災害復旧工事計画書』

　　工事区間：人見橋～中村橋
人見橋～松川橋：　７００ｍ3／ｓ
松川橋～中村橋：　５００ｍ3／ｓ

　 流下能力が川幅、堤防高、河床勾配で決まるものとし、河床勾配と堤防高がほぼ一
 　定とすれば、流量に対して川幅が不足だったものと思われる。逆に見れば、それだ
　 けの大雨が降ることがある。という苦い経験になり、水害復旧工事では、この流量

　 ７００ｍ
3
/ｓを基準に川幅が広げられ、流下能力が７００ｍ

3
/ｓに上げられた。

　 （災害復旧工事前の釜神橋付近の流下能力は４５０ｍ3/ｓ）
＜特記＞

　　　　　　川幅拡張にさいしては、土地区画整理組合（久保、杢師、中野）が
　　　　　　協力し、４２，２１７㎡の土地を提供している。＜写真－８＞

図-７ 流 量 配 分 図 （単位：ｍ3/sec） 
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写真-８ 河川改修工事風景 （中野付近） 
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　（２）どの位の大雨に耐えられるか　：『災害復旧工事計画書』

　　計画雨量＝２８６.３㎜／２４時間

　　計画高水流量＝７００ｍ
3
／ｓ

　　　無害降雨量：（付－２　大雨の記録参照）
   災害復旧工事後の大雨をみると、流域平均２４時間雨量２５７．６㎜以下では水害
　 が発生していない。
　 無害降雨量として公開された数字はないが、２５７.６㎜以下／２４時間は現時点
　 での無害降雨量の目安である。

　（３）平成元年８月１日の大雨で越流
　 平成元年８月１日の２４時間雨量は、昭和４５年７月１日の雨量をかなり上回り、
　 中村橋の上流で氾濫発生、３２戸で浸水。しかし、復旧工事を行った中村橋下流域
　 では氾濫がなかった。　＜写真－９＞

　　　　　富久橋：　＜図－８＞

　　　　警戒水位＝４．００ｍ　　　計画高水位（Ｈ.Ｗ.Ｌ）＝５．５０ｍ
　　　　平成元年８月１日、水位が１時に警戒水位（4.00ｍ）を超え、１１時には
　　　　４.６２ｍ　に達したが、その後減り始め、１４時に警戒水位以下に下がった。
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観測所：富久橋 

警戒水位 

図-８ 時系列水位記録 （平成元年７月３１日９時～８月２日２４時） 

写真-９ 中村橋下流域（大井地区） 
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　　　　　洪水被害の比較：
　発生年月日　 総雨量　 24時間雨量　　氾濫面積　　浸水面積　　 浸水家屋
 昭和45年7/1　 ３４０mm　 　３３２mm　 　 ４,５００ha 　 １,８４０ha　　２２,９００戸
 平成元年8/1　 ４３５mm     ４２４mm 　　　 １５７ha　　　　 ―　 　　　　　　　 ３２戸

　　　　天気予報では雨の強さをミリ（１時間当たりの降水量ｍｍ/ｈr）で表すが、降水量
　　　　には、１hr　２hr　３hr　６hr　２４hrのように時間を区切った降水量や総降水量　　　
　　　　などいろいろな表示がある。　
　　　　昭和４５年７月１日の場合、短時間ながら水源の山岳地帯で集中豪雨があり、氾濫
　　　　地域では山岳の集中豪雨の５～６時間後に最高水位に到達し、氾濫が起こった。
　　　　２４hr降水量や総降水量だけでなく、短時間（１～３hr）降水量にも気を付けたい。
　　　

　　　（４）気になること
　　　　中野、中富、人見にかけて河床の砂堆積が目立ち、楊などが大きくなっている。こ
　　　　のあたりでは流下能力の低下が心配される。洪水で流木が多いときは特に心配。早
　　　　めに処置を頼みたい。

写真-１０ 楊の繁茂 （中富付近） 写真-１１ 河床の砂堆積 （釜神付近） 
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　Ⅳ.　洪水警報や避難指示が出たら

　（１）大雨で洪水警報が出たら
　　　家の中で、あらかじめ準備しておきたいこと：
　　　　■ 停電に備えて、懐中電灯や携帯ラジオ準備
　　　　■ 非常持ち出しの準備
　　　　■ 防災機関の無線放送はじめＴＶ、ラジオなどの気象情報に注意
　　　　■ 断水の可能性があるので飲料水の確保
　　　　■ 浸水が起こりそうなところでは、食料品、衣類、寝具、テレビ
　　　　 　のような電気器具類、畳などを避難の前に高いところに移す　

　（２）避難指示が出たら
　　　避難場所：別紙

　（３）避難のときに気をつけること
　　　安全に避難するための８か条：
　　　　■ 避難する前に火元を確認
　　　　■ 荷物は最小限に
　　　　■ 家には避難先や安否情報を書いたメモを残す
　　　　■ 安全な服装（長袖、長ズボン、頭の防具も）
　　　　■ 避難は徒歩で　自動車やオートバイは厳禁
　　　　■ お年寄りや子供の手はしっかり握る
　　　　■ 避難場所へ移動するときは、狭い道、塀ぎわ、川べりを避ける

　　　洪水の中を避難するときは：
　　　　■ 履物：裸足は禁物、長靴も危険。ひもでしめられる運動靴
　　　　■ はぐれないようにお互いの体をロープで結んで歩く
　　　　■ 歩ける深さ：男性で約７０㎝、女性で約５０㎝　腰まで浸かれば危ない
　　　　■ 足元に溝や穴など、どんな危険があるか解らない。長い棒で安全確認
　　　　■ 子供、お年寄り、病人は背負ってあげよう
　　　　　　（上記（1）～（3）は君津市ホームページ 「君津の防災」を参考に抜粋）
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　付－１）小糸川の洪水記録
　　　　過去の暴風雨雪災害記録

和　暦 西暦　　災　　状　　況
神亀 4年 727 上総、安房台風　上総国で山崩れ　百姓７０人圧死
慶長14年 1609 房総久留里台風　家屋倒れ禾穀損傷
宝永 6年 1709 将軍綱吉の頃、大洪水により氾濫し、土手が決壊
明治43年 1910 ２台風が続く　450～550㎜　坂田崖崩れ　死者１２人　圧死６９人
大正 5年 1916 房総南部に台風上陸　～500㎜　（小櫃川上流）　被害大
大正 6年 瞬間風速７０m/s　未曾有の高潮が坂田、木更津、浦安へ　上総町で
　　　～1  死者３人　負傷者２人　鹿野山の杉の大木が多数倒れ、神野寺本堂倒壊
######## 1921 台風、集中豪雨　小糸、中　406㎜　崖崩れ　寺と家屋倒壊
大正11年 1922 地震、　震源（木更津付近：Ｍ６.８）　小糸、秋元、県道亀裂
大正12年  地震、　関東大震災 震源（相模湾西北部：Ｍ７.９）　人見山が崩落

し小糸川をせきとめる　釜神地先で小糸川沿岸２ケ所決壊　
昭和 7年1 1932 暴風雨　市域180～280㎜　久留里280㎜
昭和12年 1937 （台風）暴風雨　市域320～440㎜　三島478㎜　県内死者１１人　不明４人
昭和16年 台風前線（房総半島西岸北上）　市域550～600㎜
　　　　　
昭和20年 1945 ＊1　　＊２　参照
昭和22年 1947 カスリン台風（利根川、江戸川水害　死者1,041人　不明488人）
昭和23年 1948 アイオン台風市域横断　（死者512人　不明326人　うち県内死者22人）
昭和26年 1951 暴風雪　市域積雪60～133㎝　鉄道、通信、電力に被害
昭和27年 1952 大雪　市域積雪10～35㎝
昭和29年 1954 暴風雪　市域積雪20～50㎝　
昭和33年 狩野川台風（死者、不明1,000人）　市域200～250㎜　橋梁、河川崩落

中野側堤防決壊、人見床上浸水
昭和34年 1959 伊勢湾台風（死者4,700人　不明401人）　
昭和36年 台風６号　暴風雨　降雨量312㎜/日（君津農林高校観測）橋梁流失１橋
　　　　　 堤防決壊４ヶ所
昭和38年 1963 暴風雪　市域積雪10～20㎝　
昭和42年 大雪　市域積雪15～50㎝
　　　　　
昭和43年 1968 大雪　市域積雪20～60㎝
昭和45年  集中豪雨　札郷438㎜　坂畑366㎜　県南部の丘陵地帯に大災害　

死者１７、不明２人　家屋、農作物、橋梁、道路、鉄道、通信、電力被害
昭和46年 1971 房総沖を台風２５号が北北東に進行　坂畑350㎜　家屋倒壊など
昭和52年 1977 長雨　坂畑400㎜　農作物に被害
昭和60年 1985 台風６号東京湾北上　市域140～197㎜　塩害
平成元年 1989 台風12号大雨　糠田397㎜　俵田323㎜　久保280㎜　死者２人　被害甚大

　　＊１　＜『中富郷土史』＞
　　　　昭和２０年８月２３日（兵隊百数十名がまだ駐留）、前夜から降り続く豪雨で、午前
　　　　から小糸川が溢れだし、中富が孤立。神社周辺を除きほとんどの家が浸水。
　　＊２　＜『人見郷土誌』＞
　　　　昭和20年８月の大雨で軍隊の上陸用舟艇が流され、人見橋の橋脚に激突して橋の中央
　　　　が流失。木製の周西橋（廠西橋）と上流の廠南橋が流失した。

1917

1923

1941

1958

1961

1967

1970
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  付－２）大雨の記録

昭和３３年以降、４５年間の大雨記録
　＊全流域平均２４時間雨量記録

順 位 雨　　量 状　況
① ４２３.９㎜ 水害
② ３３１.５㎜ 水害
③ ３１６.８㎜ 水害
④ ２７２.６㎜ 水害
⑤ ２６０.５㎜ 水害
⑥ ２５７.６㎜ なし
⑦ ２５１.５㎜ なし
⑧ １９８.６㎜ なし
⑨ １９７.９㎜ なし
⑩ １９７.７㎜ なし

　＊水害が発生していない雨量は２５７.６㎜（２８.５㎜/時間）以下。
　　確立は１／１０である。

１時間雨量の目安　（気象庁ホームページより）

　　１時間雨量　　予報用語　　降り方のイメージ　　　　人への影響
 　　10～20㎜　　 やや強い    ザーザーと降る　　　地面からの跳ね返り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で足元がぬれる
 　　20～30㎜　　 強い雨　　　土砂降り　　　　　　傘をさしていてもぬれる
 　　30～50㎜　　 激しい雨    バケツをひっくり　　同上
 　　　　　               　　返したように降る
 　　50～80㎜     非常に      滝のように降る　　　傘は全く役に立たない
 　　　　　　　　 激しい雨    ゴーゴーと降り続く
 　　80㎜～　　　 猛烈な雨    息苦しくなるよう　　同上
 　　　　　　　　　　　　　　 な圧迫感がある
 　　　　　　　　　　　　　 　恐怖を感じる

発 生 年 月 日

和３３年　９月２６
成　７年　９月１７
和３５年　８月２０
成　５年　８月２６

成　元年　７月３１
和４５年　７月　１
成　８年　９月２２
和３６年　６月２８
和６１年　８月　４
和６３年　８月１１
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　　付－３）小糸川の改修　　『災害復旧工事計画書』

　　　　　　　　★　昭和４６年３月　★　昭和４９年９月３０日竣工

　　　　　　　改修計画：　＜図－９＞

　　　　★工事区間　　　　　　人見橋～中村橋（１２．１６８㎞）

　　　　★計画高水流量　　　　人見橋～中村橋（７００ｍ
3
/ｓ）

　　　　　　　　　　　　　　　松川橋～中村橋（５００ｍ
3
/ｓ）

　　　　　　　　　　　　　　　　＊中村橋の上流は以前のまま（４４０ｍ
3
/ｓ）

　　　　★計画雨量　　　　　　２８６．３㎜
　　　　★計画川幅　　　　　　８２．８０ｍ～３８．２０ｍ
　　　　★余裕高　　　　　　　（堤防高－計画高水位Ｈ.Ｗ.Ｌ）＝１．０ｍ
　　　　　　　
　　　　★人見橋～松川橋間　　川幅拡張と河床掘削　　　　
　　　　★松川橋～中村橋間　　川幅を従来通りとし、計画高水量を流せる
　　　　　　　　　　　　　　　ように河川掘削

写真-1１ 河川改修工事 

海水面 

計画堤防高 

計画河床 

水害時の河床高 

高水位 

右岸地盤高 
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図-９ 小糸川縦断面図 
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